路線設計
１．標高点 → 縦・横断図作成

中心線データと標高点（３次元）データを基に縦・横断図を作成します。

この計算を行うには、
・ 中心線座標計算が計算済み

・ 路線地域内の標高点データが座標ファイルに登録済み
　　　　が必要です。
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――　中心線測量で中心線データ作成～中心線座標計算までを行います。

――　縦・横断データ作成に使用する標高点データを範囲選択します。

――　構造物・地物・地形等の結線データを作成します。

――　中心線データと標高点データ及び結線データを基に縦断・横断データ

を作成します。

――　縦断データをグラフィック表示します。

――　横断データをグラフィック表示します。

――　縦・横断データより縦・横断図を作成します。

――　縦・横断データをSIMAデータに変換します。

――　標高点データ→縦・横断データ作成の終了
　　　中心線測量は、　「路線測量、中心線測量」　の取説を参照してください。

　　　　　　縦断データ作成ピッチは、中心線座標計算ピッチになります。

　　　標高点データの選択

　　　結線データの作成

　　　　　以上は、　「一般測量、等高線の作成」　の取説を参照してください。
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　　　縦・横断データの作成

　　　　　縦断データの作成ピッチ

　　　　　　　縦断データの作成ピッチは中心線座標計算のピッチと

　　　　　　　同じになります。ピッチを変えたい場合、中心線座標

　　　　　　　計算からやり直してください。

　　　　　横断データの作成

· 横断データの作成幅（片側ｍ）　　制限無し

· 計算ピッチ　≧　0.1m

＊ 計算点数（片側）　Max = 400点です。

　点数をオーバーする場合、作成幅、作成ピッチを変更してください。

＊ 中心点の地盤高の計算に失敗するとその断面は作成されません。

どうしても作成したい場合、その付近の標高点データを追加する必要があります。

          ＊ 計算ピッチ

　　　　　　     計算ピッチは、細かければ細かいほど精度が良いと言うものではないようです。

　　　　　　     標高点データの密度にもよりますが試験的に

　　　　　　　     ・ 縦断データは、２ｍピッチ
　　　　　　　     ・ 横断データは、１ｍピッチ
　　　　　　     が理想のようです。

　　　縦断面グラフィック　は、　「路線測量、直接縦断測量」　の取説を参照してください。
　　　横断面グラフィック　は、　「路線測量、横断測量」　の取説を参照してください。

　　　縦・横断図作成　は、　「路線測量、縦・横断図作成」　の取説を参照してください。
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――　縦断データを基に、縦断DXFファイルを作成します。
――　横断データを基に、横断DXFファイルを作成します。
縦・横断 → SIMA変換 は、
「路線測量、縦・横断データ ←→ SIMAデータ 変換」　の取説を参照してください。

２．縦断測量 計画高の計算

　　　　路線縦断の計画高を計算します。　　　計算書はありません。
　　　　１回に計算できる範囲　――　起点側直線部　～　曲線部　～　終点側直線部まで
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計算の範囲[image: image5.png]
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　　　　　　　　　　　　　　　計算の範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計算の範囲


計画高の計算

ｉ１ ： 起点側 計画勾配（％）

交点の追加距離　： 計画勾配の交差する点の追加距離

〃　　 計画高　： 計画勾配の交差する点の標高

　　ｉ２ ： 終点側 計画勾配（％）

ＶＣＬ ： 縦断曲線長

ＶＣＲ ： 縦断曲線半径

求点追加距離　：　求めようとする点の追加距離

曲線挿入セザル高　：　計画勾配上の標高

ｙ　：　縦距

計画高　：　求めようとする点の計画高

３．土量計算

　　　　工種別に土量計算を行います。


――　土量データを作成します。

――　土量データの修正・出力を行います。

――　土量計算を行います。

――　計算結果の表示・出力をします。

――　土量計算の終了

　　　土量データの作成


中心線データと連結

「中心線データと連結」にチェックを入れると

　　　　　　  　　中心線の測点を自動表示します。

　　　　  　 予め、中心線座標計算が行われていなければ

　　　　  　 なりません。

           「中心線データと連結」しない場合は、

            追加距離は手入力になります。

　　　      測点は、追加距離の小さい順に入力してください。

    　     １測点で全ての工種のデータを入力してください。

データの入力方法

　・ 測点を選択します。　　　　　　　　　　　　　　入力可

  ・ 入力方法（数値入力、座標入力）を選択します。

　・ 工種を選択します。　　　　　　　　　　　　　　入力可

　・ 工種に該当する数量又は座標を数値入力又は座標入力します。

　　　数値入力 ― 予め計算された結果（断面積・図心位置等）を入力します。

　　　座標入力 ― 断面積　  該当する断面の距離・標高を結線順に入力します。 　　　　Max = 100点

　　　　　　　　　幅（水平）中心からの距離（±S1、±S2）を入力します。  　　　　  ±S1 ＜ ±S2

　　　　　　　　　法　長　　中心からの距離・標高（±S1,H1、±S2,H2）を入力します。±S1 ＜ ±S2

  ・ 全ての数量又は座標を入力したら「書き込み」
  ・ １測点の全ての工種を入力したら、次の測点を選択します。

  ・ 全ての測点を入力したら、「終了」で入力を終了します。

　　　　作業の工種

　　　　　　２０種類の工種を用意しています。下記にない工種は入力してください。

　　　　　　　土工項目                     舗装工項目

                ・ C  機械掘削                 ・ W  不陸整正

    　　　　　　・ C1 機械床堀                 ・ W1 凍上抑制層

    　　　　　　・ C2 片切り掘削               ・ W2 下層路盤工

    　　　　　　・ B  路床盛土                 ・ W3 上層路盤工

    　　　　　　・ B1 路体盛土                 ・ W4 基層工

    　　　　　　・ B2 埋戻し                   ・ W5 表層工

    　　　　　　・ T  基面整正                 ・ W6 歩道不陸整正

    　　　　　　・ L  盛土法面整形             ・ W7 歩道棟上抑制層

  　　　　　　　・ L1 切土法面整形             ・ W8 歩道路盤工

    　　　　　　・ L2 ﾌﾞﾛｯｸ積裏法面整形        ・ W9 歩道表層工

              工種の文頭の3文字は工種コード　C B：断面積

                        　　　　　　　　　　　　T：幅（水平）

                          　　　　　　　　　　　L：法長

                        　　　　　　　　　　　　W：幅（水平）  を表します。

　　　土量データの修正・出力

　　　　　入力したデータを修正・出力します。

＊ 凸型非対称の「 KEE 」測点は、KAからのL1、L2が違うため全く同じデータの測点を

２断面作成してL2のデータを修正してください。

　　　土量計算

　　　　　断面積は座標面積計算により求めます。

　　　　　（１）図心位置を考慮する

　　　　　　　　曲線区間は図心位置を求めて図心間距離が

　　　　　　　　中心線距離の

　　　　　　　　　　９５％以下、１０５％以上

　　　　　　　　の区間について補正計算します。

　　　　　（２）単純断面平均法

　　　　　　　　平均断面積に中心線距離を乗じて数量計算します。

　　　計算結果の表示・出力

    　　　　　土量計算書「出力」上の注意

(1) プリンタ設定で、印刷の向きを「A4横」にしてください。

       　　　　(2)　行の間隔を「通常間隔」にしてください。

       　　　　(３)　印刷のﾎﾟｲﾝﾄ・ｻｲｽﾞを「１０」にしてください。
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